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資料１ 調査団員・氏名 

 

（１）協力準備調査  

No.No.No.No.    氏名氏名氏名氏名    担当分野担当分野担当分野担当分野    所属先所属先所属先所属先    

1 荒木 康充 団長/総括 JICA資金協力支援部実施監理第二課 課長 

2 建野 正毅 技術参与 元国立国際医療研究センター 医師 

3 阿部 将典 計画管理 JICA人間開発部保健第三課 職員 

4 野崎 保 業務主任/機材計画1 株式会社フジタプランニング 海外調査部 部長 

5 小川 貴志 機材計画2 株式会社フジタプランニング 海外調査部 

6 後藤 京子 保健計画 株式会社フジタプランニング 海外調査部 主任研究員 

7 山本 容子 調達計画/積算 株式会社フジタプランニング 海外調査部 主任研究員 

8 中島 康雄 給排水計画1/施工計画/ 

積算 

株式会社大建設計 国際事業部 課長 

9 藤村 洋人 給排水計画2/設備計画 株式会社大建設計 東京事務所 設備設計室長 

10 鈴木 敏彦 業務調整（自社負担） 株式会社大建設計 国際事業部 事業部長 

11 渡辺 寛美 通訳（ロシア語） 株式会社フランシール 

 

（２）概要説明調査 

No.No.No.No.    氏名氏名氏名氏名    担当分野担当分野担当分野担当分野    所属先所属先所属先所属先    

1 牧本 小枝 団長/総括 JICA人間開発部保健第三課 課長 

2 阿部 将典 計画管理 JICA人間開発部保健第三課 職員 

3 野崎 保 業務主任/機材計画1 株式会社フジタプランニング 海外調査部 部長 

4 山本 容子 調達計画/積算 株式会社フジタプランニング 海外調査部 主任研究員 

5 中島 康雄 給排水計画1/施工計画/ 

積算 

株式会社大建設計 国際事業部 課長 

6 渡辺 寛美 通訳（ロシア語） 株式会社フランシール 
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（
１
）
協
力
準
備
調
査

団　員

総括 技術参与 計画管理 主任・機材計画1 機材計画2 保健計画

給排水計画1/施工計

画　/積算

給排水計画2/設備計

画

業務調整 通訳 調達計画／積算

1 8・08 (水)

2 8・09 (木)
3 8・10 (金)
4 8・11 (土) 保健省情報収集

5 8・12 (日) 書類整理

6 8・13 (月) 保健省情報収集

7 8・14 (火)
8 8・15 (水)
9 8・16 (木) 管区病院調査 ドナー機関調査 業務主任に同じ

10 8・17 (金) 管区病院調査 保健省、第３産科調査 業務主任に同じ

11 8・18 (土) 管区病院調査 情報収集、整理 業務主任に同じ

12 8・19 (日) 資料整理、団内協議 資料整理、団内協議 業務主任に同じ

13 8・20 (月) 管区病院調査 州保健局での情報収集 業務主任に同じ

14 8・21 (火) 管区病院調査 情報収集 業務主任に同じ

15 8・22 (水) 管区病院調査 情報収集 業務主任に同じ

16 8・23 (木) 資料整理、調整 管区病院調査 ﾄﾞｩｼｬﾝﾍﾞ〜ｲｽﾀﾝﾌﾞー ﾙ 業務主任に同じ

17 8・24 (金) 第３産科病院調査

補足調査、ドゥシャンベ

移動

〜成田 業務主任に同じ

18 8・25 (土) 業務主任に同じ

19 8・26 (日) 業務主任に同じ 成田〜ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ

20 8・27 (月) ﾊﾄﾛﾝへ移動、補足調査

ﾄﾞｩｼｬﾝﾍでの資機材調達

市場調査

業務主任に同じ 〜ﾄﾞｼｬﾝﾍﾞ

21 8・28 (火) ﾊﾄﾛﾝ州での補足調査 第3産科病院調査 業務主任に同じ 第３産科病院調査

22 8・29 (水) ﾊﾄﾛﾝ州での補足調査 第3産科病院調査 業務主任に同じ 機材市場調査

23 8・30 (木) ﾊﾄﾛﾝ州での補足調査 第3産科病院調査 業務主任に同じ 機材市場調査

24 8・31 (金) ﾄﾞｩｼｬﾝﾍでの補足調査 代理店、輸送業者調査 業務主任に同じ 代理店、輸送業者調査

25 9・01 (土) ﾄﾞｩｼｬﾝﾍでの補足調査 代理店、輸送業者調査 業務主任に同じ 代理店、輸送業者調査

26 9・02 (日)
27 9・03 (月) 業務主任に同じ 施設調査

28 9・04 (火)
29 9・05 (水)
30 9・06 (木)
31 9・07 (金)

ハトロン州給排水計画情報収集

書類整理

シャルトゥ―ズ県病院、管区病院調査

シャルトゥ―ズ県病院、管区病院調査

ハトロン州病院、ルミ、ヴァフシ管区病院調査

管区病院調査、調達事情調査

州保健局ミニッツ協議、補足調査

シャルトゥ―ズ県中央病院調査

管区病院調査(シャルトゥ―ズ県）

管区病院調査(ジョ ミ、ルミ県）

〜成田

保健省での協議保健省での協議

JICA「タ」支所、在「タ」日本大使館への報告

ﾄﾞｩｼｬ〜ｲｽﾀﾝ〜

〜成田

JICA「タ支所、在「タ」日本大使館への報告

ﾊﾄﾛﾝ州での補足調査、ドゥシャンベ移動

ﾄﾞｩｼｬﾝﾍでの資機材調達市場調査

ﾄﾞｩｼｬ〜ｲｽﾀﾝ〜

ﾄﾞｩｼｬﾝﾍでの資機材調達市場調査

ﾄﾞｩｼｬﾝﾍでの資機材調達市場調査

日順

成田〜ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ〜

医療機材代理店、第3産科病院

書類整理、ﾊﾄﾛﾝ州移動

ﾊﾄﾛﾝ州保健局表敬・協議、州病院調査

コンサルタント団員官団員

成田〜ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ〜

〜ﾄﾞｩｼｬﾝﾍﾞ、JICA「タ」国支所、保健省表敬・協議（対象施設に係る協議）

保健省協議（ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄによる調査概要説明、調査日程（案）確認等）、第３産科病院、ディアコフ病院調査

保健省協議、第3産科病院調査

書類整理、ﾊﾄﾛﾝ州移動

ﾊﾄﾛﾝ州保健局表敬・協議、州病院調査

第３産科病院調査

管区病院調査、調達事情調査

シャルトゥ―ズ県中央病院、管区病院調査

ジョ ミ県中央病院、管区病院調査、ドゥシャンベ移動

技ﾌﾟﾛﾁｰﾑからの情報収集、資料整理、団内協議

資料整理、コンサル団員意見交換

ﾄﾞｩｼｬﾝﾍでの補足調査

ﾊﾄﾛﾝ州へ移動、州保健局、州病院調査、

資料整理、団員による意見交換、打合せ

資料整理、コンサル団員意見交換

ジョ ミ県中央病院、管区病院調査

ﾄﾞｩｼｬﾝﾍﾞ〜ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ〜

〜成田

保健省、KfWとの協議、 ﾐﾆｯﾂ協議及び署名、JICA「タ支所、大使館への報告

州保健局ﾐﾆｯﾂ協議、ドゥシャンベ移動、保健省ミニッツ協議

団内協議、資料整理

保健省表敬・協議、ﾄﾞﾅｰ機関からの情報収集、第3産科病院調査

〜ﾄﾞｩｼｬﾝﾍﾞ、JICA「タ」国支所、大使館表敬・KfW訪問・協議、情報の共有

管区病院調査、調達事情調査

管区病院調査、調達事情調査

資料整理、団内協議(ハトロン）



 

（２）概要説明調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付 曜日時間 総括 計画管理 業務主任/機材計画 調達計画/積算 通訳

給排水計画/施工計画

/積算

AM

PM

AM

PM

AM

PM

AM

PM

AM

PM

AM

PM

AM

PM

AM

PM

AM

PM

AM

PM

AM

PM

12 12月27日 木

13 12月28日 金

14 12月29日 土

15 12月30日 日

12月21日

12月22日

12月23日

12月24日

12月25日

12月26日

ドゥシャンべ発→フランクフルト経由

→成田着

11 水

団内協議

KfW協議、大使館報告、JICA「タ」支所報告

10 火

団内協議

保健省、MD協議・サイン、WHO協議

団内協議

団内協議

8 日

団内協議

団内協議

9 月

第３産科病院　協議、仕様書説明

団内協議

6 金

ハトロン州保健局　５管区病院　医療機材概要説明・協議（機材内容、仕様書他）

追加調査、

ジョミ県中央病院

JICA草の根無償協力、技術協力プロジェクトサイト視察（ルミ県中央病院、ルミ県管区病院）

7 土

シャルトゥ-ズ県中央病院視察

ドゥシャンべへ移動

5 木

ジョミ県中央病院産科棟　追加確認調査

ハトロン州保健局　ジョミ県中央病院およびシャルトゥ-ズ県中央病院　給排水設備計画概要説明・協議

12月20日

4 水

ハトロン州へ移動、ハトロン州保健局　協力準備調査結果概要説明・協議

ハトロン州病院　医療機材概要説明・協議（機材内容、仕様書他）

12月19日

3 火

第３産科病院　概要説明・協議（医療機材内容、仕様書他）

保健省　協力準備調査結果概要説明・協議

12月18日

イスタンブール泊

12月16日

2 月

イスタンブール発→ドゥシャンベ着

JICA「タ」支所　表敬・協議

12月17日

1 日

成田発→



 

資料３ 面会者リスト 

氏名氏名氏名氏名 役職役職役職役職 
1. 1. 1. 1. 保健省保健省保健省保健省    

 Dr. Salimov Nusratullo 大臣 

 Dr. Djobirova Saida Boboeuna  第一副大臣 

 Dr. Rahmatulloevich Sherali 母子保健サービス・家族計画局長 

  Mr. Saifuddinov S. R 改革・国際関係局長 

 Mr. Ismatov sulaymon Sultowovich 改革・国際関係局主任 

  Mr. Alisher Orzuev 改革・国際関係局職員 

2.2.2.2.    ハトロン州保健局ハトロン州保健局ハトロン州保健局ハトロン州保健局    

 Mr. Buzmakov Sherali 保健局長 

 Ms. Shonazarova Matluba 副局長 

 Mr. Ibragimov Sherabchan 母子保健局主任 

 Mr. Tursunov Kholbeerey 小児医療部長 

 Mr. Boyakov Murulloh 一次医療サービス部主任 

  Ms. Satarova Dilorom 細菌検査部長 

  Mr. Halimov Akbar 化学検査部長 

 Mr. Doliev Sodiq  

3.3.3.3.    第３産科病院第３産科病院第３産科病院第３産科病院    

 Ms. Svetlana Gulahmadova 院長 

 Mr. Kheedoiquleze Alisher 施設インフラ副担当 

 Ms. Toshmatova Aslida 副院長、治療部副主任 

  Dr. Karabayev Taeershey 麻酔科主任 

 Dr. Karabayev Jamshid 集中治療部主任医師 

 Ms. Tanatova Nabot 看護師長 

 Dr. Tulaeva Rola 産科医 

  Dr. Olimova Farida 集中治療部医師 

 Ms. Kabirova Sauovbar 会計主任 

4. 4. 4. 4. ハトロン州病院ハトロン州病院ハトロン州病院ハトロン州病院    

 Dr. Nozarov Faizali 院長 

 Dr. Tailanov Makhmadiazor 副院長 

 Dr. Rajabaliev Makhmadsaid Qurbeuovich 副院長 

  Dr. Molov Shodi Sharipovich 耳鼻咽喉科医長 

 Dr. Egamberotiev Qushoor 泌尿器科医長 

 Dr. Murodov Shokurjon 麻酔科医長 

 Mr. Saaduloyev Salowatsho 放射線技師 

  Dr. Dirbowev Aldubnajid 外科医長 

 



 

氏名氏名氏名氏名 役職役職役職役職 
 Dr. Shoimonov Akbar 産科医長 

 Dr. Soib Nazar Khudornwzarov 小児科医長 

 Dr. Ilgodov Zarif  小児循環器科医長 

 Dr. Mirzoev Zafar 小児外科医師 

 Mr. Istobulloev K 会計主任 

5. 5. 5. 5. ジョミ県中央病院ジョミ県中央病院ジョミ県中央病院ジョミ県中央病院    

 Dr. Soliev Amriddin 院長 

  Dr. Sattorov Matsharif 副院長 

  Dr. Abdulloeva Manzura 産科主任医師 

  Mr. Zoirov Ibad 施設部長 

  Mr. Primov Fotima  看護師長 

  Ms. Abdulloeva Manzura 産科部長 

  Ms. Kamoliddinova Zarina 主任看護師 

  Mr. Haito Yuldosh 泌尿器科医長 

6.6.6.6.    ジョミ県ジョミ県ジョミ県ジョミ県    第１管区病院第１管区病院第１管区病院第１管区病院    

  Dr. Olimov Saidukhbor 院長 
7.7.7.7.    ジョミ県ジョミ県ジョミ県ジョミ県    第３管区病院第３管区病院第３管区病院第３管区病院    

  Dr. Safarov Saidjon 院長 
8.8.8.8.    ジョミ県ジョミ県ジョミ県ジョミ県    第４管区病院第４管区病院第４管区病院第４管区病院    

  Dr. Abdiev Ahmadjon 院長 
9. 9. 9. 9. ルミ県中央病院ルミ県中央病院ルミ県中央病院ルミ県中央病院    

  Dr. Abdurahimov Shamsiddin 院長 
  Dr. Nazorov D T 副院長 
10.10.10.10.    ルミ県ルミ県ルミ県ルミ県    第１管区病院第１管区病院第１管区病院第１管区病院    

  Dr. Qurbonov J  院長 
 Dr. Rustamov T 医師 
11.11.11.11.    ルミ県ルミ県ルミ県ルミ県    第第第第2222管区病院管区病院管区病院管区病院    

  Dr. Kodirov Toshmahmad 院長 

  Dr. Qodirov T 医師 

  Mr. Pardaeva G 看護師 

12.12.12.12.    ルミ県ルミ県ルミ県ルミ県    第第第第3333管区病院管区病院管区病院管区病院    

  Dr. Allaberdiev M 院長 

  Dr. Shukurov M 副院長 

13.13.13.13.    ルミ県ルミ県ルミ県ルミ県    第第第第4444管区病院管区病院管区病院管区病院     
  Dr. Fauzylloev Shamsiddin 院長 

 Mr. Gulomov Nurullo 施設部長 

 



 

氏名氏名氏名氏名 役職役職役職役職 
14. 14. 14. 14. シャルシャルシャルシャルトゥ―ズ県中央病院トゥ―ズ県中央病院トゥ―ズ県中央病院トゥ―ズ県中央病院 
 Dr. Sharipov Isroil  院長 
 Mr. Shomahmedov Faiz 施設設備担当 

  Dr. SodigovOrzee 母子保健副担当 
 Dr. Shamipov Amiz 一次医療副担当 
  Dr. Mirozoev Mahmud 小児科医長 
  Mr. Nuriddinov Ergashali 会計部長 
  Mr. Sadiqov Orzu 産科部長 
15. 15. 15. 15. シャルトゥーズシャルトゥーズシャルトゥーズシャルトゥーズ県県県県    第１管区病院第１管区病院第１管区病院第１管区病院 
  Dr. Choriyev Abdroholik 院長 
 Dr. Choriquhov Rustam 外来部医長 
 Mr. Choriquelov Chorshaube 会計主任 
16. 16. 16. 16. シャルトゥーズシャルトゥーズシャルトゥーズシャルトゥーズ県県県県    第１管区病院第１管区病院第１管区病院第１管区病院隣接のヘルスセンター隣接のヘルスセンター隣接のヘルスセンター隣接のヘルスセンター 
 Dr. Glorikulov Rustom 院長 
17. 17. 17. 17. シャルトゥーズシャルトゥーズシャルトゥーズシャルトゥーズ県県県県    第第第第２２２２管区病院管区病院管区病院管区病院 
 Dr. Dusmatov Erkin 院長 
18. 18. 18. 18. シャルトゥーズシャルトゥーズシャルトゥーズシャルトゥーズ県県県県    第第第第２２２２管区病院管区病院管区病院管区病院隣接のヘルスセンター隣接のヘルスセンター隣接のヘルスセンター隣接のヘルスセンター 
  Dr. Shopuloka Samdo 院長 
19. 19. 19. 19. シャルトゥーズシャルトゥーズシャルトゥーズシャルトゥーズ県県県県    第第第第３３３３管区病院管区病院管区病院管区病院 
  Dr. Jumaev Qulmurod 院長 
20. 20. 20. 20. シャルトゥーズシャルトゥーズシャルトゥーズシャルトゥーズ県県県県    ヘルスセンターヘルスセンターヘルスセンターヘルスセンター 
  Dr. Dovronov Ziyodullo 院長 
21. 21. 21. 21. メディカルハウスメディカルハウスメディカルハウスメディカルハウス    

 Ms. Barotova Barno 施設長 
  Ms. Haitboyeva Dilorom 助産師 
22. 22. 22. 22. ヴァフシ県中央病院ヴァフシ県中央病院ヴァフシ県中央病院ヴァフシ県中央病院    

  Dr. Solikhov Kurbonmahmad 院長 
  Dr. Kenziaev Zokkizon 副院長 
  Mr. Safarov Amirali 副部長 
23. 23. 23. 23. ヴァフシ県ヴァフシ県ヴァフシ県ヴァフシ県    第第第第1111管管管管区病院区病院区病院区病院 
  Dr. Sattorov Safarkhon 院長 
24. 24. 24. 24. ヴァフシ県ヴァフシ県ヴァフシ県ヴァフシ県    第第第第2222管区病院管区病院管区病院管区病院    

  Dr. Khaitouvatov 院長 
25. 25. 25. 25. ヴァフシ県ヴァフシ県ヴァフシ県ヴァフシ県    第第第第3333管区病院管区病院管区病院管区病院    

  Dr. Jurabaeva Halima 院長 
26. 26. 26. 26. ヴァフシ県ヴァフシ県ヴァフシ県ヴァフシ県    第第第第4444管区病院管区病院管区病院管区病院    

  Dr. Rajabov Jamshed 院長 



 

氏名氏名氏名氏名 役職役職役職役職 
  Ms. Oimatovya Zukahro 看護師 
27. 27. 27. 27. ヘルスセンターヘルスセンターヘルスセンターヘルスセンター    

 Dr. Yunusou Kobil 院長 
28.28.28.28.    ディアコフ国立病院ディアコフ国立病院ディアコフ国立病院ディアコフ国立病院  
 Dr. Shekhov Abdukarim 院長 

 Dr. Abduloyev Arbar 内視鏡医師 

  Dr. Sijoatkhonov Soib 放射線科医 

 Dr. Sharipov Hairullo 治療部副部長 

29. 29. 29. 29. 衛生疫学センター衛生疫学センター衛生疫学センター衛生疫学センター 
  Dr. Scolurova Dilurom 細菌検査部長 
 Dr. Holimov Akbos 生化学検査部長 
30. 30. 30. 30. IMCI    
 Dr. Nazarov Tagoimurod 統計局長 
31. 31. 31. 31. GIZ 
  Ms. Manzura Mirasaidova プログラムコーディネーター 
32. 32. 32. 32. UNFPA 
 Mr. Khushed Irgitov 家族計画・リプロダクティブヘルスプロジェクト担当 
33.33.33.33. UNICEF    
  Mr. Mutribjon Bakhruddinov 栄養士 
34. 34. 34. 34. WHO    

  Ms. Husniya Dorgabekova 保健システム担当 
  Ms. Zulfiya Pirova  技官 
35. 35. 35. 35. 技術協力プロジェクト技術協力プロジェクト技術協力プロジェクト技術協力プロジェクト        

  Dr. Alisher Makhmudov ハトロン州母子保健システム改善プロジェクト 
ヘルスプロモーション専門家 

36. 36. 36. 36. 医療機材現地代理店医療機材現地代理店医療機材現地代理店医療機材現地代理店    

 Avrocom : Mr. Sodiqov Abduburhon 
           Mr. Naimov Abdurahmon 

マネージャー 

技術担当 

 Tajiktibtajhizot : Mr. Musoev Sayfiddin マネージャー 

 Med concept : Mr. Akmal Asoev マネージャー 

 TAJ MED : Mr. Nuriddin Khabirov マネージャー 

37.37.37.37.    現地輸送業者現地輸送業者現地輸送業者現地輸送業者 
 GLOBALINK : Mr. Umar Muhammadkarim マネージャー 
 M&M : Mr. Zarif Asatulloev マネージャー 
 ABM Transport Service : Mr. Abdulloev Bakhtiyor マネージャー 
 DHL Express : Mr. Jamshed Rizoev マネージャー 

 



 

氏名氏名氏名氏名 役職役職役職役職 
38. 38. 38. 38. 在タジキスタン日本国大使館在タジキスタン日本国大使館在タジキスタン日本国大使館在タジキスタン日本国大使館    

  Mr. Hiroyuki Imahashi 大使 
 Ms. Akiko Sato 二等書記官 
  Mr. Takaaki Komatsu 三等書記官 
39. JICA39. JICA39. JICA39. JICAタジキスタン支所タジキスタン支所タジキスタン支所タジキスタン支所 
 Mr. Jiro Iida 所長 
 Ms. Makiko Uehara 企画調査員 

 

 



















































































資料５ ソフトコンポーネント計画書 

 

1. ソフトコンポーネントを計画する背景 
 「タ」国における医療機材の維持管理については、機器のユーザーや清掃担当者による使用

後のクリーニングなどが行き届いているものの、共和国病院をはじめ、郡レベルの管区病院に

至るまで、電気や電子の知識を有する技術者を配し対応をしているような状況にない。旧ソ連

邦時代には、医療機材の修理を担う国営企業が存在し、機器の不具合時対応や修理を一手に引

き受けていたという名残が現在も影響を及ぼしているようであり、施設独自に保守管理技術者

を抱え医療機材の保守を任せているような病院は見当たらない。2000 年を境に漸く 5〜6 社の

民間企業が、医療機器の販売、販売後のアフターサービスをビジネスとして取り組もうとする

動きが見られてきているものの、その数は未だに少ない。 
 保証期間を満了した場合の故障時対応は有料となり、病院にとってその支出は大きな痛手と

なる。そのため、自前の技術者を配していない状況を考えれば、機器の故障を未然防ぐような

対応、要するに予防措置に優先を置いた対応が求められている。機器のユーザーや清掃担当者

による使用前後における機器の外観チェックや簡易な定期点検を実施することが望まれると

ころである。そのため、「タ」国における医療機器維持管理の基礎を構築するうえで、ユーザ

ーによる機器の点検などが定着することは非常に重要かつ有意義であり、日本人技術者による

ソフトコンポーネントを活用し、無償資金協力により調達される医療機材が適正な精度を保ち

ながら継続的に活用されることを支援することは十分に意義のあることと言える。 
 
2. ソフトコンポーネントの目標 
 協力対象事業により調達される機材が、各対象医療施設において適切に維持・管理される。 

 

3. ソフトコンポーネントの成果 
 当該医療施設において、医療機材管理台帳、ならびにユーザーレベルの予防的保守管理・点検マ

ニュアル等を含む医療機材の維持・管理体制（人員・機構）が構築される。 

 

4. 成果達成度の確認方法 
ソフトコンポーネントの要約ソフトコンポーネントの要約ソフトコンポーネントの要約ソフトコンポーネントの要約 

≪目標≫ 

本協力対象事業により調達される機材が適切に維持・管理

される体制が構築される。 

≪確認方法≫ 

機器不具合時における対応の手順書、ユーザ

ーが行う予防的保守管理・点検マニュアル、

及び不具合時の対応記録が確認できる医療機

材管理台帳が本ソフトコンポーネントの活動

を通して作成される。 

≪成果≫ 

1）機器管理責任者が明確化される。 

1: 誰が機器管理責任者かが全員に分かる。 

≪確認方法≫ 

スタッフ全員が機器管理責任者の名前を書け

るかどうか確認する（本活動完了時に実施）。 



 

 

2: 機器管理責任者が欠勤の場合の交代要員が誰なのか

全員がわかるようになる。 

2）各機器の予防的保守管理・点検の実施体制、各機器に関

連する情報フローの体系が確立される。 

1: 点検がしやすくなる。 

2: 点検箇所と頻度が明確になる。 

3: 点検担当者が明確になる。 

4: 点検担当者が欠勤の場合の交代要員が誰なのか全員

がわかるようになる。 

5: 機器に関連する情報が医療関係者と保守技術者の間

で共有化が図れるようになる。 

3）各機材の医療機材管理台帳が整備される。 

1: どの機器を、誰が、いつ、どれだけ使用したかがす

ぐにわかるような医療機材管理台帳が整備される。 

2: どの機器が、いつ、どんな故障状態になったかがす

ぐにわかるような医療機材管理台帳が整備される。 

4）保守点検に必要な費用の特定と予算申請のプロセスを整

理する。 

 1: 予算申請書が作成され、次年度の予算申請に向けた

手続きが適切に進められる。 

 

 

点検担当者が明確となっているか、予防的保

守管理・点検マニュアルが整備されているか

どうか、情報フロー体系が確立されているか

どうか確認する（本活動完了時に実施）。 

 

 

 

 

機器状況が誰にでもわかるような医療機材管

理台帳が整備されているかどうか確認する 

（本活動完了時に実施）。 

 

 

 

作成された予算申請書があり、申請手続きの

プロセスに沿って忠実に進められているか確

認する（本活動完了時に実施）。 

 

5. ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 
 本ソフトコンポーネントは、協力対象事業により調達が予定されている医療機材が、各対象

医療施設において適切に運営・維持管理されるよう各施設の関係者（病院管理者、医療従事者、

施設及び機材維持管理担当者等）約 40 名程度（第 3 産科病院（15 名程度）、ハトロン州病院

（15 名程度）、管区病院（10 名：1 施設 2 名×5 施設））を対象に、第 1 次派遣では 3 日間のワ

ークショップを第 3 産科病院及びハトロン州病院の 2ヵ所で、第 2 次派遣においても左記の 2
ヵ所で 3.5 日間のセミナーを実施するものである。 
 具体的には、第 1 次派遣において、各医療施設の機材の維持管理体制における課題やその対

応策を明らかにし、予防的保守管理・点検マニュアル（案）及び医療機材管理台帳（案）の作

成を支援する。さらに第 2 次派遣では、第 1 次派遣において作成された当該マニュアル等のド

ラフトを用いて、機材の保守点検に係るデモンストレーションを行い、実施の保守管理に係る

留意点を確認するとともに、当該マニュアルの最終版の作成を支援する。活動内容の詳細につ

いては、以下に示すとおりである。 
 
（１）ワークショップの実施（第 1 次派遣業務） 
 開催に当っては、相手側（各病院関係者）のオーナーシップを引きだすため、予め用意する

参加型手法に則り展開する。ワークショップには病院管理者、医療従事者、施設及び医療機材



 

維持管理担当者等の参加を促し（第 3 産科病院 15 名、ハトロン州病院 15 名、管区病院 5 施設

から 10 名の合計 40 名）、参加者主体のワークショップを展開させ、医療機材の維持・管理に

かかる現状（課題）に関して広く意見を求める。各部門・診療科において、病院関係者が各々

の立場で抱いている、「医療機材にかかる維持管理の問題」を、施設長をはじめとする病院全

職員が一同の場で共有するように導く。コンサルタントは、導き出された「問題」を改善する

ために必要となる処方（成果）を得るために、必要とされる「行動（活動）」と「投入すべき

物事」について分析する。その結果を下に、機器保守管理の組織的改善の対応策を明確にする。 
 
ワークショップに用いる PDM（案） 

≪計画の要約計画の要約計画の要約計画の要約≫ ≪達成度の指標達成度の指標達成度の指標達成度の指標≫ ≪外部条件外部条件外部条件外部条件≫ 

≪上位目標≫ 

医療機材が使用できないために、

日常の診療活動に支障をきたすよ

うな状況が減少する。 

 人災（天災は不可抗力）による事

故が発生しない。 

（安全管理を徹底する状況に変

化をきたさない） 

≪目標≫ 

協力対象事業により調達される機

材が適切に維持・管理される。 

≪目標達成の指標≫ 

 

機器故障後の対応状況の変化 

修理用部品が入手出来なくなる。

（機器の製造業者に関連する情

報収集状況に変化をきたさない） 

≪成果≫ 

1）機器管理責任者が明確化され

る。 

 1： 誰が機器管理責任者かが全員

分かるようになる。 

 2： 機器管理責任者が欠勤の場合

の交代要員が誰なのか全員

がわかるようになる。 

2）各機器の予防的保守管理・点検

の実施体制、各機器に関連す

る情報フローの体系が確立

される。 

 1：点検がしやすくなる。 

 2：点検箇所と頻度が明確になる。 

 3：点検担当者が明確になる。 

 4：点検担当者が欠勤の場合の交

代要員が誰なのか全員がわ

かるようになる。 

 5：機器に関連する情報が医療関

係者と保守技術者の間で共

有化が図れるようになる。 

≪成果達成度の指標≫ 

 

機器管理責任者の特定 

 

交代機器管理責任者の特定 

 

 

 

 

 

予防的保守管理・点検マニュアル 

 

点検担当者の特定 

 

交代点検担当者の特定 

 

 

 

施設内・外における情報フロー体

系図 

 

 

機器管理責任者（交代要員含む）

及び点検担当者（交替要員含む）

が一斉に欠勤しない。 

（共同作業の認識に変化をきた

さない） 

 



 

3）各機器の医療機材管理台帳が整

備される。 

 

 1:どの機器を、誰が、いつ、どれ

だけ使用したかがすぐに分かる

ような医療機材管理台帳が整備

される。 

 2：どの機器が、いつ、どんな故

障状態になったかがすぐに分か

るような医療機材管理台帳が整

備される。 

医療機材管理台帳 

 

≪成果及びその指標を得る為の活動≫ 

 ＊ワークショップで導き出す 

≪施設が準備する物－投入≫ 

＊ワークショップで導き出す 

 

（２）セミナーの開催（第 2 次派遣業務） 
 ワークショップで決定したアウトラインに基づき、第 2 次派遣業務では、第 1 次派遣業務で

作成された予防的保守管理・点検マニュアル及び医療機材管理台帳（ドラフト）の記載内容と

運用方法について説明する。そこで、各準備書類に対する病院関係者の意見を求め、必要に応

じて加筆修正を行い、最終版を作成する。更に、調達機材を用いて実際の機器ユーザーによる

点検についてデモンストレーション並びにリターン・デモンストレーション（セミナー参加者

が、セミナーを通して学んだことを他の参加者に発表する機会を設け、参加者一同が互いに理

解を深める）を実施する。 
 各病院における院内の医療従事者全員がこのシステムに組み込まれており、安易なサボター

ジュや怠慢な作業がシステム全体の効果を著しく低下させる事を理解させることが重要であ

る。よって、全員が無理なく運営出来るシステムを構築し、その運営方法を確実に理解させる

ことに重点をおいてセミナーを進め、最終成果品の構成内容に反映させる。 
 
（3）要員計画 
 2 名の技術者を計画する。技術者 1 は、医療機材維持管理のシステム構築にかかる業務を担

当し、技術者 2 は調達が予定される医療機材の中でも主要機材と言える 18品目に係る予防的

保守管理・点検マニュアルの作成、ならびに当該マニュアルの普及と定着を目的とする管理・

点検活動をセミナーを通して実践する。 
 
- 技術者 1：医療機材維持管理システム構築指導（1 名） 
 1 次派遣ではワークショップの開催・運営、ワークショップで得られた課題や対策の整理を

行う。2 次派遣においてはセミナーの開催・運営を担当し、更に、新たな医療機材維持管理シ

ステムの導入とその運営に関連する指導業務を担当する。 
 具体例として、下図に示すような要素 2〜5 に関するサイクル・フローを説明し、今次活動

ではユーザーが行う予防的保守管理・点検（Planned Preventive Maintenance; PPM）に焦点を充



 

て、「機器の壊れにくい環境の創出」を目指す。 

 

図 1 医療機材管理／運営に関連する要素とフロー 
 

- 技術者 2：医療機材保守管理説明書作成・指導（1 名） 
 担当は、1 次派遣におけるセミナー開催・運営の補助、調達医療機材の予防的保守管理・点

検マニュアルのドラフト作成を担当する。第 2 次派遣においては、セミナーを開催・運営し、

医療機材の予防的保守管理・点検業務のデモンストレーションを行う。当該マニュアルが各医

療施設で適切に運用されるために、マニュアル管理の一元化および関係者に対する管理責任者

の周知を徹底させる等のルールやメカニズムの導入を実践する。 
 
6. 実施リソースの調達方法 
 以下の観点から活動を行う技術者は本邦コンサルタントが適当と判断する。 
 保健省、並びに各医療施設に医療機材の維持管理を担う担当者・技術者が配置されておらず、

当該分野の技術支援にあたっては現地リソースの採用が大変困難な状況にあること、またコン

サルタントは 2 度にわたり準備調査に参加していることから、組織能力強化へのアプローチ手

法や現場における適切な運営手法等を把握している。そのため、ワークショップやセミナーを

効果的・効率的に進めることが可能であるため、本邦コンサルタントが直接支援を行う。 
 
7. 実施工程（各業務・ターム毎の人数、形態、時期、期間等） 
 技術者は 2 名とする。作業量は現地の勤務体制に則り、1 日 8 時間、週 5 日を前提とし、第

1 次派遣業務は医療機材を調達する業者の決定後に、第 2 次派遣業務は調達機材の据付け完了

の後に、それぞれ（1 次派遣ならびに 2 次派遣）1 ヶ月程度の期間を計画する。C/P に対する

問題意識の醸成と、医療機材に係る維持管理の重要性を適切に理解・認識してもらうことが重

要であることから、現地業務を 2 度にわたり実施する計画とする。 
 
 

モモモモニニニニタタタタリリリリンンンンググググ

機機機機材材材材のののの適適適適切切切切なななな使使使使

用用 用用

1111))))  

    

使使使使者者者者にににによよよよるるるる予予予予防防防防点点点点検検検検"""" PPPPPPPPMMMM""""のののの実実実実施施施施

2222))))       関関関関消消消消耗耗耗耗品品品品のののの継継継継続続続続的的的的なななな調調調調達達達達・・・・供供供供給給給給

故故故故障障障障時時時時対対対対応応応応措措措措置置置置のののの配配配配慮慮慮慮

老老老老朽朽朽朽化化化化機機機機材材材材のののの廃廃廃廃棄棄棄棄、、、、更更更更新新新新のののの実実実実施施施施

要要要要素素素素       1111

要要要要素素素素2222

要要要要素素素素3333

要要要要素素素素4444

要要要要素素素素5555

医医医医療療療療機機機機材材材材のののの調調調調達達達達

PPPPPPPPMMMM：：：：PPPPllllaaaannnnnnnneeeedddd       PPPPeeeevvvveeeennnnttttiiiivvvveeee       MMMMaaaannnntttteeeennnnaaaannnncccceeee



 

8. ソフトコンポーネントの成果品 
（１）第 1 次派遣業務 
１）ワークショップ報告書（出席者の氏名、ワークショップで得た現状改善のために必要

とされる「投入要素」、そこまでの経緯についての報告） 
２）機器保守管理の組織的改善に関する要請及び提案報告書（ワークショップにおける決

定事項及び作成したアウトラインについての報告） 
３）現場の意見が反映された医療機材の予防的保守管理・点検マニュアル（案）、選択され

た医療機材が対象 
 

（２）第 2 次派遣業務 
１）予防的保守管理・点検マニュアル（ファイナル）、点検者の規定、院内における物や情

報の流れ（フロー図）やルール等を記載したシステム解説書 
２）医療機材管理台帳（日常及び定期的に検査した情報記載用紙、及びそれらの情報を集

約する台帳） 
 
9. ソフトコンポーネントの概略事業費 
総括表 

費費費費        目目目目 準備調査準備調査準備調査準備調査時（対米ドル時（対米ドル時（対米ドル時（対米ドル円換算円換算円換算円換算レート：レート：レート：レート：80.00 円）円）円）円） 

１）直接人件費 1,983,000円 
２）直接経費 5,397,220円 
３）間接費 2,538,000円 

合  計 9,918,220円 
 
10. 相手国実施機関の責務 
 各施設で開催されるワークショップ、またはセミナー等において発生が予測される関係従事

者の諸経費は「タ」国側にて負担する。また、本ソフトコンポーネントにおいて導入されたル

ールや医療機材管理台帳などは、各施設で継続的に手配、活用を図っていく。 
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1. 概説 
 本報告書は有限会社ヴォストクストロイインヴェストと㈱大建設計との間の 2012 年 9 月 5日付

け契約書にもとづいて作成されたものである。当証明・意見書執筆のもとになったのは、建設予

定地の目視検査（2012 年 9 月 8 日実施）の資料（当地の地形学的ないし地質工学的な特徴の解説

を含む）、ならびに地区中央病院の敷地内で行った 2 箇所のピット調査、土の物理・機械的性質

の試験および分析、さらに当地における建築物の建造および利用の経験についてのおのおののデ

ータである。本文書は、郡中央病院の給水設備として新規に建設される給水塔の詳細設計のため

のものである。 

 今回の地質調査の目的は、建設予定地の地盤学的、地質学的および水文地質学的な条件を解明

することである。調査にあたっては、建築基準および規則 SNiP 11-02-96「建設事業のための工学

的調査」および SNiP 11-105-97「建設事業のための工学的調査にかかわる規則集」に準拠した。

土試料の採取、梱包、輸送および保管については国家規格 GOST  12071-2000 にしたがった。地

盤の現地調査および室内試験は、それぞれ該当する GOST の要求事項にもとづいて行った。 

 
2. 調査及び試験の概要 

№ 調査および試験の種類 日付 

1 
地質工学的条件の事前評価を目的とする地区中央病院敷地内

の目視検査 
2012年 9月 8日 

2 
2箇所の調査ピットの掘削： 
第 1号ピット（Sh-1） 
第 2号ピット（Sh-2） 

 
2012年 9月 9日 
2012年 9月 9日 

3 室内分析用の深度別塊状土試料の採取    2012年 9月 9日 

4 室内試験、データの処理および分析 2012年 9月 10日 
2012年 9月 12日 

5 
現地調査および室内分析の結果のまとめ、証明・意見書（報告

書）の作成 
2012年 9月 15日 
2012年 9月 30日 

 
3. 郡央病院敷地内の地質工学的条件の概要 
 シャルトゥーズ郡は、タジキスタン共和国南西部のハトロン州内にある。共和国の首都ドゥシ

ャンベ市からの距離は約 200km。地区中央病院は同地区中心地の西部にある。図 1 は地区中央病

院内の土地とその建物の一部である。 

 シャルトゥーズ郡は、地形学的には、アディルィ（中央アジアにおける涸れ谷を伴うなだらか

な山裾地形）地帯ないし砂漠地帯である。夏季は、暑く、アフガネツ現象（土ぼこりを含む熱く

乾燥した風）を伴う日が多い。煙っているように見えるのはこのためである。地形は比較的平坦

で、若干の高低差がある。当地域は長年にわたって灌漑され、綿花栽培が行われている。 

 当地の地質構造は、おおむね、粒子のごく細かい粘土質土壌の厚い層である。最上部は植物と

土による厚さ 0.4～0.5m の表土に全面的に覆われている。特に強調しておくべきなのは、長年に



 

わたる灌漑と排水路の機能不全のために、近年、地下水位が上昇していることである。季節的変

動を考慮した地下水位の深度範囲は 3.0～4.0m である。 

 乾燥したベシケント地方として知られてきたシャルトゥーズ郡の土地は、沈下による変形を受

けやすい。一帯には沈下しやすさが「高」のグループに分類されるレス土の厚い層が堆積してい

る。 

4. 土の物理・機械的性質 
 シャルトゥーズ郡地区中央病院敷地内の基礎地盤の特性を調査するため、ピットの掘削を 2 箇

所で行った。第 1号ピット（2012 年 9 月 9 日）の場所は産科病棟に近く、第 2号ピット（2012 年

9 月 9 日）は産科・小児科の敷地内である。両ピットの間の距離は約 150m。 

 
 

 

 



 

掘進掘進掘進掘進    

深度深度深度深度    

土の密度土の密度土の密度土の密度    

t/mt/mt/mt/m

3333

    

自然状態自然状態自然状態自然状態

の含水の含水の含水の含水

比、比、比、比、%%%%    

乾燥させた乾燥させた乾燥させた乾燥させた

土の含水比土の含水比土の含水比土の含水比    

液性限界含液性限界含液性限界含液性限界含

水比、水比、水比、水比、%%%%    

塑性限界含塑性限界含塑性限界含塑性限界含

水比、水比、水比、水比、%%%%    

    

間隙率間隙率間隙率間隙率    塑 性 指塑 性 指塑 性 指塑 性 指

数、数、数、数、%%%%    

土の種類土の種類土の種類土の種類    

および状態および状態および状態および状態    

1 2 3 4 5 6 7 8 9 

Sh-1 

1.0m 
1.65 12.9 1.46 28.5 20.3 0.85 8.2 

固いローム 

Sh-2 

2.0m 
1.80 22.6 1.47 28.9 20.1 0.84 8.8 

低塑性ローム 

Sh-2 

1.0m 
1.83 12.5 1.62 28.1 19.8 0.67 8.3 

固いローム 

Sh-2 

2.0m 
1.97 22.2 1.61 28.6 19.6 0.68 9.0 

低塑性ローム 

 
5. 現地調査および室内試験のデータ分析 
 この表からわかるように、シャルトゥーズ郡地区中央病院敷地内の地盤は、粒子のごく細かい

レス土系の粘土質土壌が堆積したもので、塑性指数 0.08～0.09、ロームに分類される。しかしな

がら、指摘しておくべきなのは、ピット調査のデータからみて、シャルトゥーズ郡中央病院敷地

内の地盤は、第 1号ピット付近と第 2号ピット付近では、その物理・機械的特性が互いに異なる

ことである。ここではまず、土の骨格密度（乾燥させた土の密度）に留意する必要がある。たと

えば、第 1号ピットの調査データでは、深度 2.0m のところの土の乾燥密度が 1.46～1.47t/m3 であ

るのに対し、第 2号ピットでは、同じ深度で乾燥密度 1.61～1.62t/m3 である。 

また、土の水分比も注目される。密度とは異なり、深度 1.0m および 2.0m のところの土の水分

比は双方のピットでほとんど差がなく、それぞれ 12～13%および 22～23%である。自然状態の水

分比が小さく、かつ乾燥状態の密度が低い（1.46～1.47t/m3）ということは、土の間隙率が高いこ

とを意味するが、これらは沈下しやすい地盤の特徴である。 

地盤の沈下しやすさを直接確認するために、単一曲線法による締固め試験を行った（図 8参照）。

この試験の結果から、第 1号ピットの深さ 2.0mまでは、1型に分類される、湿潤時に若干沈下す

る地盤であることがわかった。第 2号ピット付近の地盤は沈下しやすいものではない。  

SNiP 3.02.01-83「建物および構築物の基礎」の表のデータによれば、シャルトゥーズ郡中央病

院敷地内の地盤が自然の堆積状態のもとで有する強度特性および変形特性は次のようになる。 

  第第第第 1 号ピット付近号ピット付近号ピット付近号ピット付近 

- 粘着力 ---------------------------18 kPa 
- 内部摩擦角 ---------------------190 
- 変形係数---------------------------11 MPa 
- 設計地耐力-----------180 kPa（1.8kgf/cm2） 
 



 

        第第第第 2 号ピット付近号ピット付近号ピット付近号ピット付近 

- 粘着力 ---------------------------26 kPa 
- 内部摩擦角 ---------------------210 
- 変形係数 ---------------------------16  MPa 
- 設計地耐力 -----------250 kPa  (2.5 kgf/cm2) 

 
この地盤の整地難易度にもとづく種別は、SNiP 1V-2 – 82、表 1.1、33a 項（ローム）に準拠し

たものとなり、整地の種別および使用する機械設備のタイプによって異なる。当該の土は、化学

組成の点では、あらゆる種類のコンクリートおよび鋼材に対して弱い腐食性を有する。 

耐震設計に関する地盤の種別では、第 2 種に属する。シャルトゥーズ郡の土地の設計震度は、

SNiP II-7-81「地震地帯における建設事業」によれば震度 7 である。しかしながら、地区中央病院

の敷地内では、地質工学的条件（沈下しやすい地盤、地下水位が高い）を勘案して、震度 8 を採

用する。 

 
6. 結論および提言 
1） シャアルトゥズ地区中央病院敷地内の地盤は、レス土系のロームに代表される粒子のごく細

かい粘土質土壌（粘性土）が堆積したものである。第 1 号ピットによる調査場所は湿潤時に

柔化しやすい地盤であるが、第 2 号ピット付近の地盤は柔化しやすいものではない。いずれ

のピットでも、深さ 1.0mまでの土は固く、1.0m以深は低塑性である。  

2） シャルトゥーズ郡中央病院付近の地下水位は、自然の地表面から約 3m の深さにある。地下

水位の季節的な変動の範囲は 2.5m～3.3m と思われる。 
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1. 概説 
本報告書は有限会社ヴォストクストロイインヴェストと㈱大建設計との間の 2012 年 9 月 5 日

付け契約書にもとづいて作成されたものである。当証明・意見書執筆のもとになったのは、建設

予定地の目視検査（2012 年 9 月 8 日実施）の資料（当地の地形学的ないし地質工学的な特徴の解

説を含む）、ならびに地区中央病院の敷地内で行った 2 箇所のピット調査、土の物理・機械的性

質の試験および分析、さらに当地における建築物の建造および利用の経験についてのおのおのの

データである。本文書は、県中央病院の給水設備として新規に建設される給水塔の詳細設計のた

めのものである。 

今回の地質調査の目的は、建設予定地の地盤学的、地質学的および水文地質学的な条件を解明

することである。調査にあたっては、建築基準および規則 SNiP 11-02-96「建設事業のための工学

的調査」および SNiP 11-105-97「建設事業のための工学的調査にかかわる規則集」に準拠した。

土試料の採取、梱包、輸送および保管については国家規格 GOST  12071-2000 にしたがった。地

盤の現地調査および室内試験は、それぞれ該当する GOST の要求事項にもとづいて行った。 

 
2. 調査及び試験の概要 

№ 調査および試験の種類 日付 

1 
地質工学的条件の事前評価を目的とする地区中央病院敷地

内の目視検査 
2012 年 9 月 8 日 

2 
2 箇所の調査ピットの掘削： 
第 1 号ピット（Sh-1） 
第 2 号ピット（Sh-2） 

 
2012 年 9 月 8 日 
2012 年 9 月 8 日 

3 室内分析用の深度別塊状土試料の採取    2012 年 9 月 8 日 

4 室内試験、データの処理および分析 2012 年 9 月 9 日 
2012 年 9 月 12 日 

5 現地調査および室内分析の結果のまとめ、証明・意見書（報

告書）の作成 
2012 年 9 月 15 日 
2012 年 9 月 20 日 

 
3. 郡中央病院敷地内の地質工学的条件の概要 

ジョミ郡（旧クィブィシェフ地区）はタジキスタン共和国の南部、ハトロン州内にあり、ドゥ

シャンベ－クルガン・チュベ間の自動車道をウヤルィ村で左折したのち 7～8km のところである。

共和国の首都ドゥシャンベ市からの距離は約 75～80km。地区中央病院は同地区中心地の中央部に

あり、建設時期は 1980 年代。 

建設予定地は、地形学的に言えば渓谷地帯である。地形は平坦で、南西に向かってわずかに傾

斜している。当地域は長年にわたって灌漑され、主として綿花が栽培されているが、これには大

量の散水が必要とされる。 



 

当地の地質構造は、おおむね、粒子のごく細かい粘土質土壌に代表される第四紀上部の沖積な

いし運積（alluvial and proluvial）による堆積層である。最上部は植物と土による厚さ 0.4～0.5m の

表土に全面的に覆われている。特に強調しておくべきなのは、長年にわたる灌漑と排水路の機能

不全のために、地下水位が上昇していることである。季節的変動を考慮した地下水位の深度範囲

は 2.0～3.0m。そのほか、当地域には、個別のレンズ状層または薄い中間層としての砂質土も存在

する。 

4. 土の物理・機械的性質 
ジョミ郡中央病院敷地内の基礎地盤の特性を調査するため、ピットの掘削を 2 箇所で行った。

第 1 号ピット（2012 年 9 月 7 日）の場所は産科病棟の南西の角あたりで、既存の給水塔に近い。

第 2号ピット（2012 年 9 月 8 日）は小児科病棟の敷地内で、やはり既存の給水塔に近い。両ピッ

トの間の距離は約 120～150m。 
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土の名称土の名称土の名称土の名称    土の状態土の状態土の状態土の状態    

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
Sh-1 0,8 

м 1,80 22,1 1.47 27,8 19,3 0,84 8,5 ローム 低塑性 

Sh--1 1,7 
м 1,86 25,9 1,48 27,9 19,6 0,82 8,3 ローム 液性に 

近い塑性 
Sh--2 1,0 

м 1.83 23,6 1,48 28,1 19,5 0,87 8,6 ローム 低塑性 

Sh--2 1,8 
м 1.87 25,2 1.49 27,9 19,2 0,86 8,7 ローム 高塑性  

 
 
 



 

5. 現地調査および室内試験のデータ分析 
この表からわかるように、ジョミ郡中央病院敷地内の地盤は、粒子のごく細かいレス土系の粘

土質土壌が堆積したもので、塑性指数 0.08～0.09、ロームに分類される。しかしながら、第 1 号
ピットの調査データによれば、土壌は均質ではなく、粒子の細かい、またはごく細かい砂のレン

ズ状層ないし中間層によって層理が形成されている。しかも、あまり大きくない塊状土試料（0 x 
0.3 x 0.3m3）の中にも、2種類の土、すなわち、赤褐色のロームである粘性土と灰色の砂質土を見

ることができる。また、粘性土にレンズ状層ないし中間層としての砂質土が挟まっているようす

は、地下水位より下方にも観察される。第 2 号ピットでは、土壌はより均質であった。土の種類

と性質は両ピットで同一である。自然状態の土の水分比は深さが増すごとに大きく上昇し、深さ

0.8～1.0m で 22～23%あったのが、1.7～1.8m では 25～26%となった。乾燥させた土の密度（骨格

密度）は 1.47～1.48t/m3 と低く、土の間隙率の高さと支持力の低さを物語っている。ジョミ郡中

央病院の敷地内の地盤は、A・ジョミ地区の渓谷地帯全域と同じく、沈下しやすいものではない。 

SNiP 3.02.01-83「建物および構築物の基礎」の表のデータによれば、自然の堆積状態のもとに

ある当該地盤の標準的な強度特性および変形特性は次のとおりである。 

- 粘着力 ---------------------------16 kPa 
- 内部摩擦角 ---------------------160 
- 変形係数---------------------------8 MPa 
- 設計地耐力-----------150 kPa（1.5kgf/cm2） 
 

この地盤の整地難易度にもとづく種別は、SNiP 1V-2 – 82、表 1.1、33a 項（ローム）に準拠し

たものとなり、整地の種別および使用する機械設備のタイプによって異なる。当該の土は、化学

組成の点では、あらゆる種類のコンクリートおよび鋼材に対して弱い腐食性を有する。耐震設計

に関する地盤の種別では、第 3種に属する。ジョミ地区の土地の設計震度は、SNiP II-7-81「地震

地帯における建設事業」によれば震度 7 である。しかしながら、地区中央病院の敷地内では、地

質工学的条件（脆弱な地盤、地下水位が高い）を勘案して、震度 8 を採用する。 

 
6. 結論および提言 
1） ジョミ郡中央病院の敷地内の地盤は、レス土系のロームに代表される粒子のごく細かい粘土

質（粘着性）土壌が堆積したものである。赤褐色の粘性土壌では、灰色の砂（粒子が細かい、

またはごく細かい）のレンズ状層ないし中間層が挟まれて層理が形成されている。深さ 1.0m
までの土は高塑性、それより深いところはより液性に近づく。地盤の支持力は低く、設計地

耐力は 150kPa である。  

2） ジョミ郡中央病院付近の地下水位は、地表面に近いところに地下水がある。すなわち、第 1
号ピットの調査データでは、深さ 2.1～2.2m、第 2号ピットでは 2.6～2.7m である。地下水位

の季節的な変動の範囲は深さ 2.0～3.0m と思われる。 
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